
別紙１

行動目標項目 単　位 区分 基準値 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度
最終年度
目標値

(H32年度)

最終年度（H32年度）に向けた
平成30年度評価

目標値 － 80人 100人 120人 140人 160人 180人

実績値
15人
(H24)

81人 117人 136人 164人

目標値 － 30人 60人 90人 115人 140人 168人

実績値
38人
(H25)

62人 94人 113人 133人

目標値 － 200人 210人 220人 230人 240人 250人

実績値
228人
(H24)

202人 202人 144人 141人

目標値 － 250人 300人 250人 300人 350人 400人

実績値
254人
(H24)

248人 303人 326人 248人

目標値 － 1,400人 1,700人 2,000人 2,300人 2,600人 3,000人

実績値
610人
(H25)

1,453人 1,848人 2,729人 4,991人

目標値 － 60.00% 62.00% 64.00% 66.00% 68.00% 70.00%

実績値
59.30%
(H24)

54.40% 51.30% 55.20% 53.30%

目標値 － 109,000人 114,000人 119,000人 124,000人 129,000人 134,000人

実績値
92,646名
(H24)

108,006人 113,639人 119,932人 125,315人

目標値 － 2,500人 3,200人 4,200人 5,200人 5,200人 5,200人

実績値
1,995人
(H25)

3,336人 2,889人 2,807人 2,805人

目標値 －

実績値
なし
(H24)

なし なし なし 1

目標値 － 増加 増加 増加 増加 増加 増加

実績値
11,118人
(H25)

11,919人 11,962人 12,517人 12,442人

目標値 －

実績値
4分野
(H24)

6分野 6分野 6分野 ７分野

目標値 －

実績値
なし
(H24)

なし 1事例 1事例 1事例

目標値 － 増加 増加 増加 増加 増加 増加

実績値
23,800
(H24)

33,071 45,658人 43,822人 46,740人

※注１：最終年度目標値に変更はありませんが、上位計画「群馬県環境基本計画」等の目標値と整合させるため、年度毎の目標値を一部修正。

※注２：各年度の達成基準においては、１００％以上を｢達成」、１００％未満～９０％以上を「概ね達成」、９０％未満を｢未達成」としております。

情報の発信
環境情報ホームページ
エコぐんま

訪問件数 達成

動く環境教室
プログラムの整備

プログラム数

8分野

概ね達成

連携・協働取組 事例数

2事例

フォレストリースクール 受講者数

　　　　　　未達成
　学校要望に沿ったプログラム開発と
事前指導（事前の打ち合わせ）の充実
を図るとともに、この事業のよさを広
くPRしていきたいと考える。

　　　　　　未達成
　産学官連携により開発した環境学習
プログラムを活用し、新たに「体験の
機会の場」となり得る事業者の情報収
集や訪問を重ね、産学官連携事業が実
施可能な事業者の発掘調査を行う。

6分野

1事例

森林学習センター
入館者数

入館者数 達成

体験の機会の場 認定数

1事例 2事例
　　　　　　未達成
　体験の機会の場の認定に適した県内
事業者の発掘調査を実施する。
また、市町村にも同制度の周知及び積
極的な活用を呼びかけ、体験の機会の
場の認定に適した事業者の情報収集を
行う。

登録者数
（累計）

達成

尾瀬学校 生徒参加率

動く環境教室の
稼働

受講者数
（累計）

達成

【平成30年度評価指標達成状況一覧表】

ぐんま環境学校
(エコカレッジ)

受講者数
（累計）

達成

緑のインタープリター 登録者数 達成

　　　　　　未達成
　未実施校等に対して尾瀬学校の魅力
をＰＲし、参加者数増加を目指す。ま
た、H29に作成したガイド用ハンドブッ
クに準拠したガイド内容の浸透を図
り、継続実施してもらうための基盤強
化を図る。

群馬県地球温暖化防止活
動推進員

委嘱者数

　　　　　　未達成
　市町村の事業等、推進員の活動が期
待されている事業への積極的な参加を
図るため、市町村との連携強化・情報
共有を図り、活動の契機となるような
情報を提供していく。

群馬県環境
アドバイザー

登録者数

　　　　　　未達成
　アドバイザー制度自体の周知を図
り、登録者を増加させていく。また、
周知する場所や方法を見直し、若い世
代にも制度が周知されるよう工夫して
いく。登録者に対しては、魅力ある研
修の機会を設け、アドバイザー自身の
素質の向上を図り、受動的ではなく、
自ら進んで参加できる研修内容を考え
ていく。

ぐんま３Ｒ宣言


